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機関リポジトリと著作権．概論

平成21年度学術ポータル担当者研修

平成21年8月 6日 名古屋大学会場：谷山 秀幸（一橋大学附属図書館）

平成21年9月10日 NII会場：杉本 若葉（慶應義塾大学三田メディアセンター）



本概論の内容本概論 内容

著作権法のおさらい

権利の構成 保護期間 権利侵害 譲渡と許諾権利の構成，保護期間，権利侵害，譲渡と許諾

雑誌論文の登載に当たって

プレプリントとポストプリント

SHERPA/RoMEO，SCPJ，

補足



問題の在処問題 在処

従来の図書館活動従来の図書館活動
主に権利制限の話
• 著作権法第三十一条（図書館等における複製）

機関リポジトリ機関リポジトリ
セルフ・アーカイビング＝著者による権利行使

機関 ポジ （図書館）はプ ム機関リポジトリ（図書館）はプラットフォーム

著作権の権利制限の話ではなく，

執筆者 著作権契約が論点執筆者の著作権契約が論点
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著作権の整理著作権 整

著作権 著作者人格権著作権 著作者人格権

公表権 氏名表示権 同一性保持権

著作権（財産権）

公衆送信権 複製権 翻訳権 t

著作物の所有と著作権の所有は別物

公衆送信権 複製権 翻訳権 etc.

著作物 所有 著作権 所有 別物
著作権保護期間

著作者の生存期間および死後50年まで（51条2項）
共同著作物 最後に死亡した著作者 死後 年ま （同項共同著作物 ‐ 最後に死亡した著作者の死後50年まで（同項
かっこ書）
団体名義 ‐ 著作物の公表後50年まで （53条1項 ）
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著作権侵害著作権侵害

損害賠償請損害賠償請求

経済的不利益の算定が必要

裁判費用など＋本来生じていたはずの利益の逸失

（公開）差止請求（公開）差止請求

利用許諾の取り消し

許諾契約の内容確認許諾契約の内容確認

適切 誠実な対応によるリ ク回避を適切・誠実な対応によるリスク回避を。
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著作権の譲渡著作権 譲渡

いわゆる著作権の譲渡とは，著作財産権の譲渡
を意味する。

人格権は譲渡できない

権利の譲渡＝許諾するしないの決定権の移行

著作権者がＡ氏からＢ氏（Ｃ社） 移 ている→著作権者がＡ氏からＢ氏（Ｃ社）へ移っている

ので，例えば転載についてのポリシーを知るた
ばめには著作権の譲渡を追いかけなければならな

い。
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著作物の利用許諾著作物 利用許諾

あ 使途 諾をある使途のために利用許諾を与える

利用許諾＝「ある人（団体）」が「ある使途」に利利用許諾 ある人（団体）」が ある使途」に利
用するのを「許諾」するだけ。

機関リポジトリの場合は，利用許諾の獲得を目
指す とが多指すことが多い。

→誰が著作権者なのか？誰 著作権者な

→著作権者から何の許諾を与えてもらうのか？
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公開許諾条件の例公開許諾条件 例

出典 著者 著作権注 を付 る う出典・著者明記、著作権注記を付けるように。

雑誌のホームページ or 抄録 or 出版社版（DOI）
等へ リンクするように。

出版後 6ヵ月 or 12ヵ月 経過してから公開するように。出版後，6ヵ月 or 12ヵ月 経過してから公開するように。

出版社版を使うように出版社版を使うように。

異版の流通を防ぎたいといった意図もあります。
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論文投稿と著作権譲渡論文投稿 著作権譲渡

原稿形式（テキスト＋図表） 雑誌掲載レイアウト

出版社

レイアウト調整、誤字・脱字校正
※英文校正レベルの改変がある場合もある

学術
雑誌

出版社版

（publisher） B

査読者
（referee）

1～3回程度

accept 著作権譲渡

編集者
（editor）

acceptされることと

著者
（author）

A 校正

acceptされることと
なった最終確定稿

9

プレプリント1 プレプリントn 著者最終稿

出典：『機関リポジトリと著作権』杉田茂樹，堀越邦恵（平成18年度学術ポータル担当者研修
資料スライド4「論文投稿と著作権譲渡」）
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SHERPA/RoMEO/

http://www.sherpa.ac.uk/projects/sherparomeo.html
Securing a Hybrid Environment for Research Preservation and Access / 
Rights MEtadata for Open archiving
U i it f N tti h を中心としたイギリスの高等教育機関で運営University of Nottingham を中心としたイギリスの高等教育機関で運営
JISC (Joint Information Systems Committee) からの支援
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出典：http://www.sherpa.ac.uk/romeo.php?stats=yes



国内出版社・学会の対著者方針国内出版社 学会 対著者方針

学会誌 非営利出版物（市教委とか）学会誌、非営利出版物（市教委とか）
紀要を中心に投稿規定の整備が進んできている。

著作権が学会に帰属することが明記されている場合
が多い。

商業出版 書籍商業出版、書籍
断られることもあるが、許諾が得られる場合も多い。

「SCPJ」へ情報を集約・蓄積中SCPJ」 情報を集約 蓄積中

（Society Copyright Policy in Japan）
http://www tulips tsukuba ac jp/scpj/
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http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/



SCPJとはSCPJとは

Society Copyright Policy in Japan
ＣＳＩ委託事業（領域２）「オープン・アクセスとセルフ・アーカイビングに関
する著作権マネジメント・プロジェクト」のうち

14

する著作権マネジメント プロジェクト」のうち，

「筑波大学，千葉大学，東京工業大学，神戸大学」による事業。



日本河川敷学会 御中

突然のメールで失礼いたします。△△大学付属図書館の○○と申します。

本学では所属の研究者による著作論文や学会発表資料等のアーカイブ化を進めてお
ります。

△△大学機関 ポジ△△大学機関リポジトリ

http://xxx.yyy.ac.jp 

ほど 本学 学研究科 豊平梓先生から 貴会発行誌掲載 研究論文をこのほど、本学工学研究科の豊平梓先生から、貴会発行誌掲載の以下の研究論文を
ご寄贈頂きました。

豊平梓「矢作酒匂ダムの放流間隔の変遷」『河川敷研究』第4巻6号（2003）豊平梓「矢作酒匂ダムの放流間隔の変遷」『河川敷研究』第4巻6号（2003）

つきましては、この文献を私どもの「 △△大学機関リポジトリ」に収録・公開させ
て頂きたく ご許諾をお願いいたします 収録に際しては豊平梓先生ご本人の保有すて頂きたく、ご許諾をお願いいたします。収録に際しては豊平梓先生ご本人の保有す
る原稿段階のファイルを使用する予定です。

恐れ入りますが、上記論文の本学機関リポジトリへの収録のご許諾の有無につきま
してこのメールへの返信にてご一報いただけるようお願い申しあげます。また、その

ござ ば他条件等ございましたら、併せてお知らせ頂ければと思います。

以上，宜しくお願いいたします。
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補足① ～心構え的に？～補足① 心構え的に

著者 ビ グ ポ目的は著者のセルフアーカイビングのサポート

出版社と対立する必要は無いが，こちらのポリシーは
確立しておく。

「日本と海外」の相違・「人社系とSTM系」の相違
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補足② ～学位論文～補足② 学位論文

出版物を学位論文と 提出する とがある出版物を学位論文として提出することがある。
（特に博士論文）

学位規則(昭和28年文部省令第8号)9条1項との関係学位規則(昭和28年文部省令第8号)9条1項との関係

分野の習慣などとの関係

公表された著作物ではないこともありうる？

同9条２項「要旨の公表で代えて云々」同9条２項「要旨の公表で代えて云々」

NDLでのデジタル化と各大学でのデジタル化NDLでのデジタル化と各大学でのデジタル化
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補足③ ～関連事業等～補足③ 関連事業等

NII-ELS（CiNiiがインターフェース）

NIIと学協会との契約による

J-STAGE／Journal@rchiveJ STAGE／Journal@rchive
JSTと学協会との契約による

NIH等助成機関による研究成果の公表義務化

SpringerのOpen Choice等の著者負担オプ
ションション



参考として参考

誰でもできる著作権契約（文化庁）誰でもできる著作権契約（文化庁）

http://www.bunka.go.jp/chosakuken/keiyaku_intro/index.html
著作権なるほど質問箱（文化庁）

http://bushclover.nime.ac.jp/c-edu/
大学図書館における著作権問題Q&A（国公私立大学図書館協力委員会大
学図書館著作権検討委員会）

http://wwwsoc.nii.ac.jp/janul/j/documents/coop/copyrightQA_v7.pdf
「機関リポジトリと著作権 Q&A」黒澤節男著（広島大学）

http://ir lib hiroshima-u ac jp/metadb/up/ZZT00003/Repository-http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/metadb/up/ZZT00003/Repository-
Copyright.pdf
著作権者不明等の場合の裁定制度（文化庁）

http://www bunka go jp/1tyosaku/c l/index htmlhttp://www.bunka.go.jp/1tyosaku/c-l/index.html
「ごぞんじですか？ SCPJ」（筑波大学）

https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/dspace/handle/2241/101733
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